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カラハリ横断道路建設事業 クマシ～パガ道路修復事業

■借款概要

■事業概要

アフリカ開発銀行等との協調融資によりセコマ～マ

ムノ間にカラハリ横断道路を建設し、国内物流促進、

SADC諸国間の交易拡大を図るもの。

■評価結果

本事業完成により舗装道路が整備されたことで交通

アクセスが向上し、関連地域における移動時間が大幅

に短縮された、との報告を実施機関より受けている。

また、道路完成により通信サービスの整備等が徐々

に進んでいる状況も確認されている他、本円借款事業

対象区間としてカラハリ横断道路主要幹線と接続され

た都市ハンジでは、大型バスの運行が始まり、物流・

交易等が盛んとなって、同市は北東部の主要都市とし

て急速に発展しつつある。

本事業の維持管理は、公共事業運輸通信省道路局の

維持管理課とその下の地方事務所が担当している。運

営時管理の方法としては、コンピューター・データベ

ースを活用した道路舗装管理システムに基づき行って

おり、過積載車両の取り締まりを通じ予防にも注力し

ている他、予算確保等についても重点を置いている。

また、近年では維持管理業務の民間委託も進んでいる。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

3,661百万円/3,661百万円

1993年2月

金利3%、返済25年（据置7年）

1998年8月

本事業にて建設されたカラハリ道路

ボツワナ

カラハリ横断道路建設事業

■借款概要

■事業概要

同国第二の都市クマシと北部国境を結ぶ主要幹線道

路を修復することにより、北部の農業基盤強化に資す

るとともに、先行して円借款により支援している産業

道路修復事業と併せて、ブルキナファソ国境より海岸

線に至る国土を南北に縦貫する幹線道路を整備し、同

国の物流を促進し、経済発展に寄与するもの。

■評価結果

本事業の完成により、道路状況が飛躍的に向上した

ことから、事業対象区間の交通量は計画値に比べ概ね

大きな伸びを示しており、本事業は対象区間の交通量

の増大と物流の促進に貢献している。また、沿道のボ

ルガタンガは同国南部・北部間、および隣接国との間

の貿易・交通のハブとして成長しつつあり、同地域の

経済活動が活発化している。また交通・物流量の増加

に伴い、地域住民による小規模な商業活動も盛んにな

るなど沿道の地域社会に一定の経済的なインパクトが

認められる。

維持管理を行なっているガーナ道路公団はメインテ

ナンス手法改善・制度改革に努めており、幹線道路の

状態は近年改善されつつある。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

8,439百万円／8,437百万円

1990年12 月

金利2.5％、返済30年(据置10年)

1999年 2月

クマシ～パガ道路

ガーナ

クマシ～パガ道路修復事業


